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１．研究計画の概要 
（１）中央アジア東部で 18 世紀後半以降に
作成されたムハンマド・サーディク・カーシ
ュガリー著『ホージャガーン伝』諸写本の系
統の差異を明確にする。 
 
（２）上記の写本のうち、歴史研究の資料と
して最良と推測される B 系統の写本群の校
訂作業と翻訳作成に従事し、その他の系統の
写本との比較をおこなう。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）『ホージャガーン伝』の推定３系統の
写本群のうち、B 系統に属すると考えられる
写本の校合作業（アラビア文字テキストのト
ランスクリプション）をほぼ終えている。た
だし、当初 B 系統に属すると判断し底本とし
ていた１写本は、テキストの途中から A 系統
の写本のテキストと同じになることが判明
した。写本の書写人が最初は B 系統の写本を
用い、途中から A 系統の写本に変更して筆写
したものと思われる。これは、系統の異なる
『ホージャガーン伝』写本の流布状況を考え
る上で興味深い事例となる。 
 
（２）A 系統の写本についても、その校合作
業と翻訳を進めている。この系統の写本のテ
キストは、B 系統の写本の内容と共通する人
物や出来事などについての記述においても、
その文章表現が大幅に異なっている箇所が
多く見られる。それ故、従来の先行研究で提
起されている、著者は１次本（A 系統の写本）
を書いたのち、それを短縮して２次本（B 系
統の写本）を作成したという仮説が成り立つ
かどうかは、再検討の余地が多いにあると考

えられる。 
 
（３）A 系統と B 系統の写本の差異は文章表
現など語句の異同にとどまらない。内容その
ものにも相違が見られる。とくに、B 系統の
写本になく、A 系統の写本に書かれている内
容がある。たとえば、ナクシュバンディー教
団の道統や、カシュガル・ホージャ家の血統
についての記述を挙げることができる。A 系
統の写本に書かれているカシュガル・ホージ
ャ家の血統や、そこに現れるブルハーヌッデ
ィーン・クルチュという伝説的な人物につい
て他の聖者伝と対照して、その血統が２種類
あったこと、それぞれがフェルガナ地方とカ
シュガル地方のマザール（聖者廟）崇敬と密
接な関連のあったことを 2008 年に国際会議
で研究発表した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）写本の校訂作業が当初のほぼ予定

どおりに進行しており、A 系統と B 系統の写
本のおおまかな差異が把握できているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 A 系統の写本の校合作業を進めるとともに、
その内容の宗教的側面の解明に努める。この
作業により B系統との差異がより鮮明になる
と考えられる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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